
国語科を中核に各教科等で「言語活動の充実」をはかるための資料（小学校）

１ 何のための「言語活動の充実」か ４ 言語活動の充実とセットの「言語環境の整備」とはどういうことか？
学習指導要領第１章第４の２（１） （p16） 学習指導要領解説総則編第５節１ （p55）

各教科等の指導に当たっては、児童の思考力、判断力、表現力等をはぐくむ観点から、基礎的・基本的な １ 言語に関する能力を向上させ、言語に対する意識や関心を高め理解を深めることは、（各教科等の指導

知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能 だけでなく、）学校生活全体で配慮することが大切。

力の育成を図る上で必要な言語環境を整え、児童の言語活動を充実すること。 ○ 児童の日常生活において、言語活動は何らかの生活目的を達成するために行われている。

したがって、

児童がどういう目的のために言語活動をするのかという意識をもち、その目的にかなった言語活動

各教科等の指導にあたって ができるようにすることが大切。

活用型の学習活動の重視 そのためには、

思考力・判断力・表現力等の育成 ・ 児童が日常生活における言語の役割や機能などについて意識や関心をもって正しい国語を用いる

言語環境の整備 よう指導することが必要。

言語能力の育成 ・ 教師自身が児童より一層言語に対する意識と関心をもって指導に当たることが必要。

言語活動の充実

２ 児童の言語活動は、児童を取り巻く言語環境によって影響を受けることが大きいので、学校生活全体

における言語環境を整備することも大切。

２ 育成する「言語能力」とは何か？ そのための言語活動例は？ ○ 例えば、

＊ 後付資料参照（これらの内、各教科等の活動に適う部分を活用するとよい） ① 教師は正しい言語で話し、黒板などに正確で丁寧な文字を書く。

学習指導要領解説国語編より抜粋 ② 校内の掲示やポスター、児童に配布する印刷物において用語や文字を適正に使用する。

③ 校内放送において、適切な言葉を使って簡潔に分かりやすく話す。

３ 各教科等において、どのような言語活動をすればいいのか？ ④ 適切な話し言葉や文字が用いられている教材を使用する。

学習指導要領解説総則編第５節１ （p54） ⑤ 教師と児童、児童相互の話し言葉が適切に行われるような状況をつくる。

【例】 ⑥ 児童が集団の中で安心して話ができるような教師と児童、児童相互の好ましい人間関係を築く。

社 会：「観察や調査・見学などの体験的な活動やそれに基づく表現活動の一層の充実」

算 数：「三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面積の求め方を、具体物を用いたり、言葉、数、式、図 この他に、

を用いたりして、考え、説明する」といった算数的活動の充実 ・ 色のみによる識別に頼った表示方法をしない。

理 科：「観察、実験の結果を整理し考察する学習活動や、科学的な言葉や概念を使用したり考えたり説明 ・ 特に小学校段階では、教師の話し言葉などが児童の言語活動に与える影響が大きいので、それを

したりするなどの学習活動」の充実 適切にする。

生 活：「自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い、身近な人々とかかわること

の楽しさが分かり、進んで交流する」活動の充実

音 楽：「楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして、楽曲の特徴や演奏のよさを

理解すること」の重視

図 工：「感じたことや思ったことを話したり、友人と話し合ったりするなどして、表し方の変化、表現の

意図や特徴などをとらえること」の重視

家 庭：「衣食住などの生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解する学習活動や、自分の生活における課

題を解決するために言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり、説明したりする

などの学習活動」の充実

体 育：チーム内での話合いを通じて「自分のチームの特徴に応じた作戦を立て」る活動の重視

外国語：積極的にコミュニケーションを図る態度をはぐくむとともに我が国と外国の言語や文化について体

験的に理解を深める

道 徳：「自分の考えを基に、書いたり話し合ったりするなどの表現する機会を充実」

総 合：「問題の解決や探究活動の過程においては、他者と共同して問題を解決しようとする学習活動や、

言語により分析し、まとめたり表現したりするなど学習活動が行われるようにすること」を重視

特 活：「体験活動を通して気付いたことなどを振り返り、まとめたり、発表し合ったりするなどの活動」

の充実

＊ あくまでも例示である。各教科等の学習活動を構想する際、どのような言語活動を充実させるかのは、学校

や児童の実態による。



「話すこと・聞くこと」の言語活動
Ⅰ 目標－育てる言語能力等－

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

話すこ 相手に応じ、身近な話すことなどについて、事柄の順序を考えながら話 相手や目的に応じ、調べたことなどについて、筋道を立てて話す能力、 目的や意図に応じ、考えたことや伝えたいことなどについて、的確に話

と・聞 す能力、 話の中心に気を付けて聞く能力、 す能力、

くこと 大事なことを落とさないように聞く能力、 進行に沿って話し合う能力を身に付けさせるととともに、 相手の意図をつかみながら聞く能力、

話題に沿ってし合う能力を身に付けさせるとともに、 工夫をしながら話したり聞いりたしようとする態度を育てる。 計画的に話し合う能力を身に付けさせるとともに、

進んで話したり聞いたりりしようとする態度を育てる。 適切に話したり聞いたりしようとする態度を育てる。

Ⅱ 指導事項

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

話題設 ・ 身近なことや経験したことなどから話題を決め、必要な事柄を思い ・ 関心のあることなどから話題を決め、必要な事柄について調べ、要 ・ 考えたことや伝えたいことなどから話題を決め、収集した知識や情

定・取 出すこと。 点をメモすること。 報を関係付けること。

材

話すこ ・ 相手に応じて、話す事柄を順序立て、丁寧な言葉と普通の言葉との ・ 相手や目的に応じて、理由や事例などを挙げながら 筋道を立て、 ・ 目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫し

と 違いに気を付けて話すこと。 丁寧な言葉を用いるなど適切な言葉遣いで話すこと。 ながら、場に応じた適切な言葉遣いで話すこと。

・ 姿勢や口形、声の大きさや速さなどに注意して、はっきりした発音 ・ 相手を見たり、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意したりし ・ 共通語と方言との違いを理解し、また、必要に応じて共通語で話す

で話すこと。 て話すこと。 こと。

聞くこ ・ 大事なことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。 ・ 話の中心に気を付けて聞き、質問をしたり感想を述べたりすること。 ・ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどして考

と えをまとめること。

話し合 ・ 互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うこと。 ・ 互いの考えの共通点や相違点を考え、司会や提案などの役割を果た ・ 互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うこと。

うこと しながら、進行に沿って話し合うこと。



Ⅲ 言語活動（例）
１ 説明・報告

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 事物の説明や経験の報告をしたり、それらを聞いて感想を述べたりす 出来事の説明や調査の報告をしたり、それらを聞いて意見を述べたり 資料を提示しながら説明や報告をしたり、それらを聞いて助言や提案
要 る。 する。 をしたりする。

指 ○ 話すこと・聞くことの一体的指導 ○ 話すこと・聞くことの一体的指導 ○ 話すこと・聞くことの一体的指導
導 ・ 説明や報告をすること（話すこと）と、それらを聞いて感想を述 ・ 出来事の説明や調査の報告をしたり、それらを聞いて自分の意見 ・ 相手に対して説明や報告をするときに資料を提示しながら発表し
上 べること（聞くこと）とを一体化して指導する。 を述べたりする。 たり、それらを聞いて助言や提案をしたりする。
の
留 ○ 「事物の説明」の指導 ○ 「出来事の説明」の指導 ○ 資料の選択や作成、活用の指導
意 ・ 身の回りの事柄やものを取り上げる。 ・ 学校や地域での催し、季節にちなんだ行事などを取り上げる。 ・ 準備した説明や報告の発表原稿にふさわしく、相手の理解を深め
点 ・ 話すことを幾つかに絞らせる。 （例） 日常生活の中に根付いている文化的な催しなどの歴史や意義、 られるような資料の提示、適切な資料の選択や作成、それらを活用

（例） その事物が生活の中でどのような役割を果たしているのか、 その運営や人々の参加の様子についてまとめて、説明する。 した話し方を指導する。
そのためにどのような構造になっているのかなど ・ 催しなどの内容を知っている人に話す場合と知らない人に説明す ・ 資料としては、本や文章、実物や映像、リーフレットやパンフレ

・ 実際の説明では、必要に応じて原因や理由を付け加えながら事柄 る場合、児童自身がその催しなどに参加している場合と本や文章な ット、図表などから適切なものを用いる。
を順序立てたり、相手に分かりやすいように事物そのものを見せた どで調べただけの場合などがあることに注意する。 ・ 話す内容と資料との整合、適切な時間や機会での資料の提示、ス
りするなどの工夫をさせる。 ・ 情報活用能力の育成の面からも、録音や録画の機器を積極的に活 ピーチ原稿や資料への目配りの仕方、相手の反応などに注意した話

用する。 し方を指導する。
○ 「経験の報告」の指導 ・ コンピュータのプレゼンテーションソフトなどを利用して発表さ
・ 学級や学校、家庭や地域での経験を取り上げる。 ○ 「調査の報告」の指導 せることも考えられる。
・ 経験したことによってどのようなことを感じたのか、知らせたいこ ・ 関心のあることや、各教科等で行う観察や実験、調査などを取り
とは何なのかなどを明確にさせる。 上げる。 ○ 「聞き手の指導」

・ 経験したことが生き生きと伝わるように内容を思い出させる。 ・ 調査の目的に合わせて、観察や実験の経過や成果、本、インタビ ・ 内容を理解し、自分の考えと比べてより自分の考えを明確にした
・ 時間の経過に基づいて順序立てる。 ュー、アンケートなど調べるための方法も選ばせる。 り、話し手の立場に立って助言や提案したりすることができるよう

・ 報告するときには、調査の目的や方法、調べたときの記録を生か にする。
○ 聞き手の指導 し、結果や成果とともに分かったことや考えたことを明確にさせる。 ・ 説明や報告の内容と、資料を提示しながら話す説明や報告の仕方
・ 話し手の思いや願いに共感しながら聞き、感想をもつよう導く。 ・ 情報活用能力の育成の面からも、録音や録画の機器を積極的に活 との両面に対する助言や提案を考えさせる。
・ 聞いたことを整理して相手に伝えさせる。 用する。
＊ 聞き手は自分の考えを一層明確にすることができ、話し手は話
そうという意欲を喚起される。 ○ 聞き手の指導

・ 話し手がどのような課題について調べ、分かったことや考えたこ
とをまとめているかに気を付けて、その内容や、説明や報告の仕方
の分かりやすさなどについての意見をまとめさせる。

・ 意見をまとめるために、話の要点、気付いたことや連想したこと
などをメモさせる。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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２ 話合い・討論

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 尋ねたり応答したり、グループで話し合って考えを一つにまとめたり 学級全体で話し合って考えをまとめたり、意見を述べ合ったりする。 調べたことやまとめたことについて、討論などをする。

要 する。

指 ○ 対話やグループでの話合い ○ 学級全体での話合い ○ 討論

導 ・ 調べたことやまとめたことを話題として取り上げ、互いの考えを

上 ○ 質疑応答（「尋ねたり応答したり」）の指導 ○ 運営方法（役割分担や話合いの進め方）の指導 出し合い討論する。

の ・ 内容を確認したり、分からないことを質問したり、その質問に答 ・ 学級全体で話し合うためには、司会者や提案者、参加者などの役

留 えることを自覚して応答したりすることができるようにする。 割を決めて運営する。 ○ 資料の準備・活用の指導

意 ・ 個人やグループでの意見を十分明確にする時間を確保する。 ・ 調べたことやまとめたことについて討論するために、本や文章を

点 ○ 考えを一つにまとめるための指導 ・ 個人やグループの意見の共通点や相違点を整理し、それぞれの考 調べたり、インタビューやアンケートを行ったりするなどして、自

・ 「グループで話し合って考えを一つにまとめたりすること」では、 えを反映させながら、学級全体として一つの考えに集約することや、 分なりに幅広く考え、資料を用意しておくよう指導する。

話題に関して最終的に考えを一つにまとめることを求めている。 討論を交わして考えを深め合ったり広げ合ったりする。 ・ 異なる意見や対立する意見が出たときには、準備した資料などに

・ 一人一人が自分の考えを出し合ってから、グループで考えをまと 基づいて明確に対応することを指導する。

めていくような過程を重視する。

・ 第１学年の当初は、ペアでの話合いから始め、徐々に、３人、４ ○ 多様な討論の指導

人と人数を増やしていく。 ・ 座談会やパネルディスカッションなどの公開討論の形式などを利

用し、討論の仕方を理解させたり、討論を実際に行ったりさせるな

どの工夫をする。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

国

語

科

教

材

他 社会科）学校の周りを探検して調 社会科）自然災害を防ぐ工夫や努

教 べたことや分かったことをグルー 力について各自で調べたことをも

科 プで話し合って地図にまとめる。 とに「学級防災会議」を開いて話

等 体育科）フラッグフットボールの し合う。

で 作戦をグループで話し合う。
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３ あいさつ・連絡

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 場面に合わせてあいさつをしたり、必要なことについて身近な人と連

要 絡をし合ったりする。

指 ○ 日常生活場面への連動

導 ・ あいさつや連絡という日常生活場面に活きるよう指導する。

上

の ○ 「あいさつ」の指導

留 ・ 一日の生活の中からいろいろな場面を設定し、身振りや表情など

意 も交えながら場面に合わせたあいさつができるようにする。

点

○ 「連絡」の指導

・ 学習や行事で使用する持ち物や催し物の日時や場所などの連絡を

取り上げる。

・ 連絡をする際に大事なことを落とさないようにするために、必要

に応じてメモを取るなどの活動も取り入れる。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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４ 紹介・推薦

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 知らせたいことなどについて身近な人に紹介したり、それを聞いたり 図表や絵、写真などから読み取ったことを基に話したり、聞いたりす 事物や人物を推薦したり、それを聞いたりする。
要 する。 る。

指 ○ 「紹介」の指導 ○ 図表等の読み取りの指導 ○ 「推薦」の指導
導 ・ 身の回りから、自分が興味を抱いたり、楽しく感じたり、好まし ・ 図表や絵、写真などは、それ自体を取り上げる場合もあれば、文 ・ 事物や人物を取り上げ、それらのよさを考えて推薦させたり、そ
上 く思ったりした事物を選んで、教師や友達、家族などに紹介させる。 や文章などに収録されているものを取り上げる場合もある。いずれ れを聞いたりさせる。
の ・ 知らせたいことなどを紹介する言語活動は、「書くこと」や「読 の場合にも、それらから、目的に応じて効果的に情報を得たり、自 ・ 推薦は紹介を発展させたものである。
留 むこと」においても取り上げる。 分の考えをもったりするよう指導する。 ・ 推薦では、推薦者が、対象の特徴を深く理解し、そのよさを相手
意 ＊ 図は、分類や組織、構成や関係、手順や過程などを端的に表す に説明することが求められる。
点 ためのものである。箇条書きなども、図解の一つである。 ・ 推薦する対象としては、事物や人物などを取り上げる。

＊ 表やグラフは、変化や傾向、順位、時間の経過などを表したり、 ・ 対象について十分調べ、そのよさを整理し、相手の要求や目的も
全体の構成要素を概観したりするのに役立つものであり、多様な 考慮し、推薦したい点をまとめておくようにさせる。
表現方法が用いられる。 ・ 推薦は、伝えたいという自分の目的にとどまらず、相手の要求や

＊ 絵や写真には、芸術的なものだけでなく、物事を説明するため 目的にも合致した事物や人物を取り上げて伝えることが必要とされ
に用いられているものもある。 る。話すときには、相手にそのよさが伝わるように、理由を説明し

たり、エピソードとなる事例を挙げたり、図解したりするなどして
○ 図表等を活用して話す指導 印象付けるように話すことを指導する。
・ 図表等の資料は、多様な目的や方法によって活用されているが、 （例） 推薦するまでに至った経緯や推薦したい理由を中心とした話
中学年では、話すときにこのような資料のいくつかを取り上げ、相 の構成を考えたり、「立派な人物である」、「～に役立つ」とい
手に分かりやすく説明や報告をするなどの言語活動を重視する。 った推薦したい気持ちを伝えるような言葉を選んだりすること

ができるようにする。
○ 聞き手の指導
・ 友達の読み取ったことに妥当性があるかを判断したり、自分の読 ○ 聞き手の指導
み取ったこととの共通点や相違点は何かを見付けたり、新たに得た ・ 推薦した理由がよく分かるか、納得できるかなどに留意して聞く
情報を自分の考えに生かしたりすることを指導する。 よう指導する。

○ 他領域との関連
・ 「書くこと」の「事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書
くこと」や、「読むこと」の「本を読んで推薦の文章を書くこと」
と関連付けて指導すると効果的である。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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「書くこと」の言語活動

Ⅰ 目標－育てる言語能力等－

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

書くこ 経験したことや想像したことなどについて、順序を整理し、簡単な構成 相手や目的に応じ、調べたことなどが伝わるように、段落相互の関係な 目的や意図に応じ、考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて文

と を考えて文や文章を書く能力を身に付けさせるとともに、 どに注意して文章を書く能力を身に付けさせるとともに、 章に書く能力を身に付けさせるとともに、

進んで書こうとする態度を育てる。 工夫をしながら書こうとする態度を育てる。 適切に書こうとする態度を育てる。

Ⅱ 指導事項

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

話題設 ・ 経験したことや想像したことなどから書くことを決め、書こうとす ・ 関心のあることなどから書くことを決め、相手や目的に応じて、書 ・ 考えたことなどから書くことを決め、目的や意図に応じて、書く事

定・取 る題材に必要な事柄を集めること。 く上で必要な事柄を調べること。 柄を収集し、全体を見通して事柄を整理すること。

材

構成 ・ 自分の考えが明確になるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を ・ 文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確になるよ ・ 自分の考えを明確に表現するため、文章全体の構成の効果を考える

考えること うに、段落相互の関係などに注意して文章を構成すること。 こと。

記述 ・ 語と語や文と文との続き方に注意しながら、つながりのある文や文 ・ 書こうとすることの中心を明確にし、目的や必要に応じて理由や事 ・ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて

章を書くこと。 例を挙げて書くこと。 簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

・ 文章の敬体と常体との違いに注意しながら書くこと ・ 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わ

るように書くこと。

推敲 ・ 文章を読み返す習慣を付けるとともに、間違いなどに気付き、正す ・ 文章の間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりすること。 ・ 表現の効果などについて確かめたり工夫したりすること。

こと。

交流 ・ 書いたものを読み合い、よいところを見付けて感想を伝え合うこと。 ・ 書いたものを発表し合い、書き手の考えの明確さなどについて意見 ・ 書いたものを発表し合い 表現の仕方に着目して助言し合うこと。

を述べ合うこと。



Ⅲ 言語活動例
１ 創造的な文章（創作文）

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 想像したことなどを文章に書く。 身近なこと、想像したことなどを基に、詩をつくったり、物語を書い 経験したこと、想像したことなどを基に、詩や短歌、俳句をつくった

要 たりする。 り、物語や随筆などを書いたりする。

指 ○ 想像したことなどを文章に書く指導 ○ 題材 ○ 短歌や俳句の創作指導

導 ・ 想像したことなどから、登場人物を決め、簡単なお話を書いたり、 ・ 学校や家庭、地域などで実際に見聞したり、行動したり、経験し ・ 中学年の〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の「易

上 見たことや経験して感じたことを詩の形式で書いたりさせる。 たりしたことや想像したことなどを基に、詩をつくったり物語を書 しい文語調の短歌や俳句について、情景を思い浮かべたり、リズム

の ・ 物語の内容について、書き加えたり、書き換えたり、続きを書い いたりさせる。 を感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること」と関連付けて指導

留 たりするなどの活動も考えられる。 すると効果的である。

意 ○ 「読むこと」との関連 ・ 高学年の児童は、既に、短歌や俳句を音読したり暗唱したりする

点 ○ 発達特性を生かす指導 ・ 「読むこと」の「物語や詩を読み、感想を述べ合うこと」との関 ことによって、季節や風情、歌や句に込めた思いなどを思い浮かべ

・ 自由に空想や想像の世界を膨らますことができるこの時期の児童 連を図り、詩や物語の基本的な特徴を理解し、書くことを楽しむよ たり、国語の美しい響きを感じ取ったりすることを学習してきてい

の特性を生かすことで、一層楽しい活動を行うようにする。 うにすることが大切である。 る。ここでは、身近な情景や生活の中での出来事をとらえ、伝統的

な定型詩の特徴を生かした創作を行うことによって、七音五音を中

○ 発達段階に応じた指導 心とする言葉の調子やリズムに親しんだり、凝縮した表現によって

・ 中学年では、次のような特徴を必ずしも十分満たさなくとも、児 創作する楽しさを味わわせるようにすることが大切である。

童の思いを大切にして創造的な表現をすることの楽しさを実感させ ※ 創作によって、短歌や俳句の特徴を一層理解するとともに、そ

ることが大切である。 れらを更に読もうとする態度を養うことにつながる。

＊ 詩は、凝縮した表現であること、普通の文章と違った改行形式

や連による構成になっていることといった特徴をもっている。 ○ 随筆の指導

＊ 物語は、主人公やその他の登場人物がそれぞれの役割をもって ＊ 随筆は、身近に起こったこと、見たことや聞いたこと、経験した

いること、フィクション（虚構）の世界が物語られていること、 ことなどを他の人にも分かるように描写した上で、感想や感慨、自

冒頭部に状況や登場人物が設定され、事件とその解決が繰り返さ 分にとっての意味などをまとめたものである。

れ発端から結末へと至る事件展開によって構成されていることな ・ 随筆を書くことで、出来事や経験などをきっかけに、自分自身が

どの特徴をもっている。 もっているものの見方や考え方、生き方などを見つめ直したり深め

＊ また、詩も物語も、語り手が、一人称や三人称などの視点から たりすることができる。

語っていく形式となっている。 ・ 考えるきっかけになった出来事や経験などを体験的にまとめて書

かせる。

・ 物語や詩などを書き続けて身に付けてきた描写などの文学的な文

章の表現力を生かす。

・ そのような出来事や経験などの事情や背景を想像したり推測した

りして、自分の考えを記述したり説明したりする必要があり、説明

や報告などを書き続けて身に付けてきた説明的な文章の表現力など

も生かす。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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２ 報告文・記録文

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 経験したことを報告する文章や観察したことを記録する文章などを書 疑問に思ったことを調べて、報告する文章を書いたり、学級新聞など 自分の課題について調べ、意見を記述した文章や活動を報告した文章
要 く。 に表したりする。 などを書いたり編集したりする。

指 ○ 「経験したこと」を報告する指導 ○ 「疑問に思ったこと」を調べる指導 ○ 「自分の課題について」調べる指導
導 ・ 低学年であることを考え、学校や学級、地域や家庭の行事に参加 (例) 自分の経験したことの中から不思議に思ったことや、身の回り ・ 一人一人の児童が課題を設定し、それについて調べて知識や情報
上 したこと、学校や地域を探検してきたことなどから取り上げていく の事柄や学習した事柄について疑問に思っていることなど。 を得ることである。
の ようにする。 ・ 調べた結果を友達に説明するなど、書く相手や目的を明確にもつ ・ 課題は、自分自身の経験に基づいて設定する場合、資料などを読
留 ・ 報告する相手を明確に設定する。 ことのできる場面の設定が必要となる。 んで更に調べたいと思って設定する場合、交流を通して設定する場
意 ・ 報告するという目的に沿って内容や文章構成を工夫することを指 ・ 設定した相手、目的や場面に応じて、書く材料の収集や選択の仕 合、自分がこれまでに書いたものを読み返して設定する場合などが
点 導する。 方、まとめ方などを様々に工夫させる。 考えられる。

・ その際、報告する文章や学級新聞などの特徴に基づいて書くこと
○ 「観察したこと」を記録する指導 が必要となる。 ○ 「意見を記述した文章や活動を報告した文章など」を書く指導
・ 観察したことや観察して感じたことなどを、その場で確実に記録 ・ 報告する文章では、調査の目的や方法、調査の結果とそこから考 ・ 課題に応じてどのような種類の文章を用いるのかを明確に意識す
していくことが必要となる。 えたことを明確に書くことになる。 る必要がある。

・ 対象として、低学年では、身近な自然の観察や、飼育、栽培して ・ 意見を記述した文章や活動を報告した文章のほかに、例えば、調
いる動植物などの観察などが考えられる。 ○ 学級新聞づくりの指導 査や研究を報告する文章、解説したり提案をしたりする文章などが

・ 学級新聞では、複数の種類の文章を集めて編集し、見出しを付け 考えられる。
○ 「話すこと・聞くこと」との関連 たり記事を書いたり、割り付けをしたりする指導を行う。
・ 「話すこと・聞くこと」の「事物の説明や経験の報告をしたり、 ○ 「書いたり編集したりする」指導
それらを聞いて感想を述べたりすること」と関連付けて指導すると ・ 一つの文章を書くことに加え、複数の文章を一定の目的の基に組
効果的である。 み合わせて表現することである。

(例）意見や活動の報告文集、本や新聞、リーフレットやパンフレッ
トなどを編集することなど

・ 目的や意図に応じた編集として章立てや節などを工夫するととも
に、題名や前書き、目次、後書き、奥付などを付け、実際の本や新
聞、雑誌などの編集に合わせるようにすることが大切である。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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３ 説明文・紹介文

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 身近な事物を簡単に説明する文 紹介したいことをメモにまとめ 収集した資料を効果的に使い、説明する文章などを書く。 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書く。

要 章などを書く。 たり、文章に書いたりする。

指 ○ 身近な事物 ○ 紹介したいことの活用 ○ 「収集した資料を効果的に使う」指導 ○ 事物のよさを多くの人に伝える文章を書く指導

導 ・ 例えば、生活科をはじめと ・ 児童は、人物や遊び、施設、 ・ 説明する相手や目的に応じて、本や文章、図表、絵画、写真、具 ・ 自分が他の人に薦めたいと思う事物を取り上げ、そのよさを多く

上 した各教科等の学習はもちろ 本、絵など、日常生活の中に 体物などの資料を収集し、考えを高めることと、構成や記述のため の人に伝わるように、様々な形式の中から適切なものを選んで書か

の ん、学校生活や家庭生活にお 紹介したいことを多くもって にこれらの資料を活用することとである。 せる。

留 いて、児童が慣れ親しんでい いる。これらを活用し、紹介 (例）推薦書や宣伝文、紹介のためのポスター、案内のための小冊子

意 る事物が考えられる。 のためのメモや文章を書くよ ○ 書くべき「説明する文章など」の指導 など

点 うにする。 ・ 文章だけでなく、図鑑や小冊子などの形も考えられる。 ・ 推薦したり宣伝したりするためには、その事物についてよく認識

○ 書く指導 ・ 文章を図解する資料となっていることや、写真やグラフなどを具 する必要がある。確かな理由や根拠に裏付けられていることや、他

・ 事物の特徴に沿って、説明 体的に解説した文章となっていることなど、文章と図表などの資料 のものと比較してのよさなどをとらえることができるよう指導する

する順序を考えながら、形状 とが相互に密接な関連をもつものであることを意識できるようにす 必要がある。

や様子、動きなどを簡単に文 る。 ・ 相手は、特定の人だけでなく不特定の人の場合もあるので、それ

章に書くことを指導する。 ぞれに応じて工夫することが大切である。

・ 書いたものを実際に多くの人に読んでもらう場を設定することを

通して指導の効果を高めることが重要である。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

国

語

科

教

材

他

教

科

等

で

の

活

用

場

面



４ 手紙

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 伝えたいことを簡単な手紙に書く。 目的に合わせて依頼状、案内状、礼状などの手紙を書く。

要

指 ○ 実用的な文章（手紙）の指導 ○ 実用的な文章（手紙）の指導

導 ・ 相手を明確にして伝えたり、返事をもらったりという交流を重視 ・ ここでは、地域での体験学習の指導を依頼する手紙、学校行事に

上 する。 ついて案内をする手紙、地域の方にお世話になったことへのお礼の

の ・ 低学年では形式を重んじることよりも、短い文や伝言でもよいの 手紙などを書くことが考えられる。

留 で、書いた手紙で交流する楽しさを感じ取らせるようにすることが ・ 表書きに宛て名や住所などを正しく書くことや、後付けにおける

意 大切である。 署名と宛て名の位置関係といった基本的な形式なども押さえる。

点

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
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「読むこと」の言語活動

Ⅰ 目標－育てる言語能力等－

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

読むこ 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付いたり、想像を広げ 目的に応じ、内容の中をとらえたり段落相互の関係を考えたりしなが 目的に応じ、内容や要旨をとらえながら読む能力を身に付けさせると

と たりしながら読む能力を身に付けさせるとともに、楽しんで読書しよう 読む能力を身に付けさせるとともに、幅広く読書しようとする態度を育 ともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育て

とする態度を育てる。 てる。 る。

Ⅱ 指導事項

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

音読 ・ 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。 ・ 内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。 ・ 自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をすること。

効果的 ・ 目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫す

な読み ること。

方

説明的 ・ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこ ・ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実 ・ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり、事

な文章 と。 と意見との関係を考え、文章を読むこと。 実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら

の解釈 読んだりすること。

文学的 ・ 場面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読 ・ 場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、 ・ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた

な文章 むこと。 情景などについて、叙述を基に想像して読むこと。 叙述について自分の考えをまとめること。

の解釈

自分の ・ 文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。 ・ 目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、 ・ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり

考えの ・ 文章の内容と自分の経験とを結び付けて、自分の思いや考えをまと 文章などを引用したり要約したりすること。 深めたりすること。

形成・ め、発表し合うこと。 ・ 文章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について

交流 違いのあることに気付くこと。

目的に ・ 楽しんだり知識を得たりするために、本や文章を選んで読むこと。 ・ 目的に応じて、いろいろな本や文章を選んで読むこと。 ・ 目的に応じて、複数の本や文章などを選んで比べて読むこと。

応じた

読書



Ⅲ 言語活動例
１ 読書全般（楽しみ読み、情報読み）

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 本や文章を楽しんだり、想像を広げたりしながら読む。 必要な情報を得るために、読んだ内容に関連した他の本や文章などを

要 読む。

指 ○ 様々な文章の取り上げ ○ 疑問や課題を解決するために読む指導

導 ・ 一つの文章を読むだけでなく、科学的な読み物や物語集、絵本な ・ 疑問や課題を解決するためには、１冊の本や１編の文章だけでは

上 ど、説明的な文章や文学的な文章を問わず様々に取り上げて読ませ 解決できないこともある。関連する様々な本や文章を併せて読ませ

の る。 る。

留 ・ ここで取り上げる「他の本や文章」は、説明的な文章だけでなく、

意 ○ 想像豊かに読む指導 物語や詩などの文学的な文章も含む。

点 ・ 楽しんで読むために、物語に描かれている世界や、説明的な文章

に取り上げられている内容について、想像豊かに読ませる。

○ 交流し合う読書指導

・ 楽しんだり想像したりするために、読んで思ったことや考えたこ

とを音読発表会や感想の交流会などを通して交流し合う読書活動を

行うようにする。

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

国

語

科

教

材

他

教

科

等

で

の

活

用

場

面



２ 物語・詩・伝記など

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 物語の読み聞かせを聞いたり、物語を演じたりする。 物語や詩を読み、感想を述べ合う。 伝記を読み、自分の生き方について考える。

要

指 ○ 読み聞かせ ○ 読書範囲を広げる指導 ○ 自分の生き方について考えさせる指導

導 ・ 物語の優れた読み聞かせは、語り手の声そのもの、声の大小、速 ・ 一冊の本だけでなく、同じ主人公や作家、詩人のシリーズ、ファ ・ 記に描かれた人物の行動や生き方と、自分の経験や考えなどとの

上 さ、間の取り方、表情などに触れて、文字などの抵抗なしに文学作 ンタジーのシリーズなど、物語集や詩集などにも読書範囲が広がる 共通点や相違点を見付け、共感するところや取り入れたいところな

の 品の世界に浸ることができる。 ようにする。 どを中心に考えをまとめるようにすることが大切である。

留 ・ 読み聞かせによって本や文章を音読する楽しさを知り、自分でも ＊ 伝記には、人物の取り上げ方や書き手によって偉人伝や史伝な

意 読み聞かせや、身振りをともなった簡単な劇活動を行いたいと思う ○ 自分の感想を明確に表現する指導 どがある。いずれも、人物の生き方を描いているので、物語や詩

点 ようにする。 ・ 自分の感想を明確に表現するためには、低学年で指導したものに のような行動や会話、心情などを基軸に物語る文学的な描写が用

加えて、「感激する」、「上手に説明している」などの感想を表す言 いられることが多い。それと同時に人物の生き方や考え方、その

○ 簡単な劇を演じる指導 葉を増やすことが求められる。 偉業などを意味付けるという点から事実の記述や説明の表現が用

・ 読み聞かせや、身振りをともなった簡単な劇活動を行いたいとい ・ 感想が本や文章のどの叙述に基づいているのか、自分が現実に経 いられる。これらは、「書くこと」で取り上げている「随筆」と

う気持ちを大切にして、役割を決めて読んだり、友達と協力して人 験したこと、普段考えていることや関心のあることなどと、どのよ 表現方法に共通性がある。

形劇、音読劇、紙芝居などの簡単な劇を演じたりする活動へとつな うに関連しているのかなどを説明させることも必要である。

いでいく。 ・ 感想を述べ合ったら、自分の感想が、友達の感想と比べてどのよ

うな特徴をもつのかを認識させていくことが大切である。

○ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項との関連

・ この言語活動は、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕

の「昔話や神話・伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いたり、発

表し合ったりすること」と関連させて考えるようにする。
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３ 説明的文章・図鑑・事典・新聞記事など

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 事物の仕組みなどについて説明した本や文章を読む。 記録や報告の文章、図鑑や事典 記録や報告の文章を読んでまと 自分の課題を解決するために、 編集の仕方や記事の書き方に注
要 などを読んで利用する。 めたものを読み合う。 意見を述べた文章や解説の文章な 意して新聞を読む。

どを利用する。

指 ○ 「話すこと・聞くこと」「書くこと」との関連 ○ 課題を解決しようと調べるた ○ 記録や報告の文章を読んでま ○ 意見を述べた文章や解説など ○ 編集の仕方や記事の書き方に
導 ・ 「話すこと・聞くこと」の「事物の説明」や、「書くこと」の「身 めに読む指導 とめたものを読み合う指導 の文章などを利用し役立てる指 注意して新聞を読む指導
上 近な事物を簡単に説明する文章を書くこと」などとも関連させて指 ・ 経験や観察、調査したこと ・ 説明的な文章を読んで、そ 導 ・ 新聞は、多数の人々や広い
の 導する。 などを記録したり報告したり の内容や表現の仕方などにつ ・ 「意見を述べた文章や解説 範囲に配布されるメディアと
留 した文章を読んだり、図鑑や いての感想などをまとめて交 の文章など」には、本以外で して編集され、社会・経済・
意 事典などを利用したりする。 流する。 は、新聞、雑誌、地域の情報 政治・産業・国際・教育・文
点 いずれも課題を解決しようと ・ 記録や報告の文章を読んで 誌などに掲載された意見、論 化・スポーツなど多岐にわた

調べるのに必要な本や文章で 感想などをまとめるためには、 説、報道、解説などの文章が る内容が取り上げられている。
ある。 記述や説明から、目的や必要 ある。また、テレビ・ラジオ 編集に当たっては、活字や図、

に応じて知識や情報を選択す などの番組で取り上げられる 写真などの大きさや行数、配
○ 必要な本や資料を選ぶことに ること、表現の仕方に注目す 意見や解説など音声や映像を 置などを決める割り付けなど
配慮 ること、以前に読んだ本や文 利用することも考えられる。 が行われている。記事は、逆
・ 「指導計画の作成と内容の 章と比べたり、自分の持って ・ 意見や解説の文章は、書き 三角形の構成と呼ばれること
取扱い」の「本の題名や種類 いる知識や情報、現実などと 手の立場や考え方が強く反映 もあるように、結論を見出し
などに注目したり、索引を利 結び付けたりして、自分の考 しているのでそれらに注意し で先に示し、リードから本文
用して検索をしたりするなど えを深めることなどが重要で て読み、自分との相違点など へと次第に詳しく記述されて
により、必要な本や資料を選 ある。 に注意して利用することが重 いる。また、事件や出来事の
ぶ」ことに配慮することが必 要である。 報道記事だけでなく、社説・
要である。 コラム・解説などの記事もあ

る。
・ このような特徴を理解し、
編集の仕方や記事の書き方に
注意して読むことが大切であ
る。
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４ 本の感想・紹介・推薦

第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

概 物語や、科学的なことについて 読んだ本について、好きなとこ 紹介したい本を取り上げて説明する。 本を読んで推薦の文章を書く。

要 書いた本や文章を読んで、感想を ろを紹介する。

書く。

児 ○ 感想を書く指導 ○ 人に紹介する指導 ○ 相手が知らない本や、自分が読んで紹介したいと思う本を取り上げ ○ 本を読んで推薦の文章を書く指導

童 ・ 感想を書くためには、本や ・ 紹介することを通して、自 て紹介する指導 ・ 推薦するためには、自分の目的とともに、相手の目的も考慮し、

上 文章の種類を意識して内容の らの読書生活を豊かにすると ・ なぜ紹介したいのかという、紹介するのにふさわしい理由を十分 どのような本を取り上げるのか、また取り上げた本の何を主に推薦

の 大体を理解するとともに、文 もに、紹介する相手と、本を 説明することが必要となるので、選んだ本の内容や構成全体をよく するのかなどを決める必要がある。

留 章の内容と自分の経験や問題 読みたい気持ちを共有して読 理解することが欠かせない。そのため、例えば、必要な文や語句を ・ 文学的な文章にしろ、説明的な文章にしろ、それぞれの本の特徴

意 意識とを結び付けて読むこと 書の輪を広げていくようにす 書き抜いたり、要約したり引用したりするなどの準備が必要となる。 をとらえて推薦するようにする。そのために、本をよく読み込み、

点 が必要である。 る。 ・ 紹介を目的とした説明では、書き抜きや要約、引用した部分を理 相手に伝わるような構成や推薦するための言葉などに注意して叙述

・ 自分の経験や問題意識とは、 ・ 紹介する内容は、低学年で 由や根拠として示すことが有効である。 を整えることが欠かせない。

日常生活の中で自分が疑問に は、好きなところなどが中心 ・ 書き抜きや要約、引用の対象には図や表も含まれる。 ・ 推薦する対象となる本の内容や、書き手に関連する本を重ねて読

思っていることや興味のある となる。 ・ 実際に紹介するに当たっては、本を提示したり、要約や引用した んだり、書き手自身のことについても調べたりすることも大切とな

こと、今までの学習経験や読 ・ 「一人で読める」、「おもし 部分のページをめくって見せたり、音読したりするなどして、紹介 る。

書経験との関連、その本や文 ろくてたまらない」などとい が効果的に行われるよう工夫をさせるようにする。 ・ 推薦の方法としては、本の帯やポップ、ポスターや読書郵便、リ

章を読むことになったきっか った紹介のための言葉を活用 ーフレットやパンフレットなどが考えられる。

けなどである。低学年では、 しやすいように語彙表を配布

自分の経験を思い出すときに したり、実際の本の紹介文、

これらのことに注意して指導 本の帯、広告カード（ポップ）

するようにするとともに、 などの実物をモデルとして示

・ 「心に残る」、「すばらしい」、 したりして、そこから紹介文

「よく分かる」などの感想を の書き方の要素を見付け出さ

表す言葉の指導を併せて行い、 せるなど自らの気付きを大切

自分の思いや考えを明確に表 にした学習が進められるよう

現できるようにすることが必 にする。

要である。
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（文責・越智文明）


